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2018 月号2 ほとほと
です

お神酒を
どうぞ！

特集 明治の歩みををつなぐ、つたえる
国保制度が変わります ／確定申告が始まります／加納美術館だより
ドクターヘリ発着場／ジョーホーの森／たうんとぴっくす
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市長室だより

◀
佐
野
市
サ
ミ
ッ
ト
で
安
来

市
が
次
期
開
催
地
に
決
定
。

山城サミット
　月山富田城跡に雪が舞うと山頂や馬

うま

乗
のり

馬
ば

場
ば

など曲
くる

輪
わ

部分が白く浮かび上がるようになりました。曲輪の
木々を伐採するなど整備を進めたため、直接地面に
雪が積もり地形の様子がよく分かります。
　今年は、富田城跡整備事業が大詰めを迎えます。
このような中、昨年 11月に佐野市（栃木県）で開催
された山城サミット連絡協議会で、「第 25 回全国山
城サミット」を安来市で9月23・24日に開催するこ
とが決定しました。98自治体が加盟する同サミットは、
歴史遺産としての「山城」の保存と活用を連携しなが
ら取り組むことを目的に設立されています。大会には
全国の自治体担当者をはじめ、研究者や山城ファン
が集うことになります。月山富田城跡は今年、全国か
ら注目を集め多くの人が訪れることが予想されますの
で、積極的に情報発信をしていきます。
　また、このサミットとともに9月23日には 5年ごと
に開催している「戦国尼子フェスティバル」を行いま
す。2つのイベントの相乗効果で全体を盛り上げ、多
くの人に日本を代表する山城を体感していただきたい
と思っています。
　一方、サミットでは城郭に目が向きがちですが、全
国の皆さんには「市民に愛される城」であることをア
ピールしていきたいと考えています。通年の環境整備
や手づくり甲冑の取り組み、観光ガイドなど、市民の
みなさんの活動を紹介していきたいと思います。
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●

別 刷　市民カレンダー
２月の行事／日曜日・祝日診療など

　　

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

特集：明治 150 年
明治の歩みをつなぐ、つたえる

確定申告が始まります

4月から国保制度が変わります

食育レシピ /加納美術館だより

ドクターヘリ発着場

たうんとぴっくす

健康の窓

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

頭を「ガブリ」
　獅子が各家を巡る新春の恒例の「ほと
ほと神事」が母里地区で行われました。
　各家では、寄進の祝儀やもちを手に出
迎え、一年の無病息災や家内安全を願い、
獅子に頭を差し出します。獅子の迫力に
泣き出す子どもの姿も見られました。

撮影日／１月５日　場所／伯太町母里

信
長

短
市

2018 月号2
も く じ
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11
月
10
日
に
島
根
県
家
畜
市
場
で

行
わ
れ
た
平
成
29
年
度
島
根
中
央
子

牛
共
進
会
で
田
辺
和
正
さ
ん
（
広
瀬

町
上
山
佐
）
の
牛
が
全
区
の
ト
ッ
プ

と
な
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、１
区
で
は
、

細
田
好
二
さ
ん
（
伯
太
町
井
尻
）
の

牛
が
優
秀
賞
次
席
と
前
駆
の
部
の
部

位
賞
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
市
内
の
畜

産
農
家
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

出
品
牛
40
頭
の
中
か
ら
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
な
っ
た
田
辺
さ
ん
の
愛
牛

は
、
体
上
線
が
し
っ
か
り
し
、
毛
質

も
良
く
、
今
後
の
成
長
が
期
待
で
き

る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会

の
発
展
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
第
一
生
命
保
険
株
式

会
社
と
12
月
18
日
、
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。　

　

連
携
項
目
は
、
健
康
増
進
、
青
少

年
健
全
育
成
、
子
育
て
支
援
な
ど
の

10
項
目
。
同
社
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
専
門
性
を
活
か
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

同
社
の
原
寿
雄
島
根
支
社
長
は
、

「
安
来
市
と
協
力
し
な
が
ら
幅
広
い

分
野
で
地
域
活
動
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　

初
の
余
芸
大
会
　
観
客
魅
了

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
会
長
賞

第
一
生
命
と
包
括
協
定
締
結

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
田
辺
さ
ん

　

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進

協
会
が
主
催
し
た
平
成
29
年
度
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
安
来
三
中
の
大
島
唯い
ぶ
き颯

さ
ん

が
、
最
優
秀
賞
の
次
点
に
あ
た
る
同

協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
宇
宙
に
い
る
宇
宙
飛
行
士

が
投
票
を
し
忘
れ
、
急
い
で
地
球
に

帰
る
様
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
。

全
国
の
小
中
高
生
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
約
14
万
６
千
点
の
中
か
ら
同
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
島
さ
ん
は
「
選
挙
は
国
を
動
か

す
原
動
力
。
若
い
世
代
に
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

安
来
市
初
と
な
る
歳
末
た
す
け
あ

い
余
芸
大
会
を
12
月
３
日
、
安
来
市

総
合
文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ピ
ア
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
旧
安
来
・
広
瀬
・
伯
太

単
位
で
行
っ
て
い
た
余
芸
大
会
を
合
併

し
て
初
開
催
。
保
育
施
設
や
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
、
婦
人
会
な
ど
市
内
31
の
団

体
が
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
約

７
５
０
人
の
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
入
場
料
な
ど
で
得
た
収

益
89
万
１
７
０
０
円
は
、
安
来
市
共

同
募
金
委
員
会
へ
寄
付
し
、
地
域
の

福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

市政トピックス　最近の主な動きを紹介します

▶
グ
ラ
ウ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞

し
た
田
辺
さ
ん
夫
婦
と
愛
牛
。

▶
協
定
締
結
後
、
握
手
を
交
わ
す
原

支
社
長
（
左
）
と
近
藤
市
長
。

▶かけ声と勇壮な太鼓の音
を響かせた出演者。
▼華麗なダンスを披露した
バルキッズの皆さん。

▶
会
長
賞
を
受
賞
し
た
ポ
ス
タ
ー
と

大
島
さ
ん
。
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明
治
の
歩
み
を

つ
な
ぐ
、つ
た
え
る

　
　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）

　
　

か
ら
１
５
０
年
に
あ
た
り
ま
す

　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起
算
し
て
満

１
５
０
年
に
当
た
り
ま
す
。
政
府
は
、
①
「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す
施

策
」、
②
「
明
治
の
精
神
に
学
び
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」、
③
「
明

治
１
５
０
年
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
く
施
策
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
国
だ
け
で
な

く
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
も
含
め
て
、
日
本
各
地
で
多
様
な
取
組
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

安
来
で
も
明
治
期
は
、
新
た
な
産
業
や
人
物
が
現
わ
れ
、
転
換
期
を
迎
え
た
時
代

で
し
た
。
市
で
は
、
先
人
の
功
績
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
歴
史
講
座
や
各
施
設

で
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
記
録
本
の
編
さ
ん
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど

市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
す
る
補
助
制
度
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
事
業
補
助
金
、

元
気
い
き
い
き
補
助
金
）
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。

●
政
府
の
取
り
組
み

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
推
進
や
、
人
物
や
施
策
を
知
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
内
閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。（「
明
治
１
５
０
年
」
で
検
索
）

●
島
根
県
の
取
り
組
み

　

県
立
図
書
館
で
、「
図
書
館
建
築
50
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
明
治
６

年
か
ら
の
県
立
図
書
館
の
歴
史
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

■問い合わせ
　政策秘書課
　℡２３－３０６０

▲明治40年頃の安来の市街地

▲広田亀治像（荒島町）
▶運送が盛んだった安
来の港（明治40年頃）
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安
来
の
産
業
と
文
化
の
ル
ー
ツ
は

　
　
　
　
　
　
　
明
治
に
あ
り
ま
す

積
出
港
か
ら
脱
却

　
「
明
治
維
新
」
は
、
安
来
に
も
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
時
代
、
自
由
な
経
済
活
動
が
盛
ん

に
な
り
、
活
躍
し
た
の
が
事
業
家
た

ち
で
す
。
並
河
理
二
郎
を
は
じ
め
と

す
る
事
業
家
た
ち
が
金
融
、
海
運
、

精
米
、
肥
料
、
製
糸
な
ど
の
商
売
を

手
掛
け
、
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。

　

鉄
の
生
産
と
そ
の
積
出
港
と
し
て

栄
え
て
い
た
安
来
は
、
鎖
国
が
解
か

れ
る
と
洋
鉄
の
輸
入
や
洋
式
高
炉
の

稼
働
に
よ
り
危
機
に
ひ
ん
し
ま
す
。

た
た
ら
が
盛
ん
だ
っ
た
能
義
郡
で
は

新
た
な
需
要
に
活
路
を
見
出
し
て
い

き
ま
す
。
一
方
、
窮
状
を
打
破
し
よ

う
と
明
治
32
年
、
日
立
金
属
安
来
工

場
の
発
祥
と
な
る
雲
伯
鉄
鋼
合
資
会

社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
社

が
元
で
安
来
は
、
鉄
鋼
生
産
の
ま
ち

へ
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
現
在
も
た

た
ら
製
鉄
の
流
れ
を
く
む
良
質
な
鉄

づ
く
り
の
最
先
端
技
術
を
武
器
に
、

市
内
企
業
が
将
来
性
の
高
い
航
空
機

産
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
家
た
ち
は
文
化
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
町
の
若
い
芸

術
家
を
支
援
し
、
米
原
雲
海
、
河
井

寛
次
郎
、
木
村
栖
雲
な
ど
が
世
に
出

ま
し
た
。
ま
た
、
貧
し
い
人
を
助
け

る
な
ど
福
祉
事
業
な
ど
も
行
い
、
藩

に
代
わ
り
安
来
の
政
治
・
経
済
を
担

う
よ
う
な
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。

安
来
節
保
存
会
が
発
足
し
た
の
も
明

治
44
年
。
そ
の
後
、
安
来
節
は
全
国

で
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま

す
。

　

農
業
で
は
稲
の
品
種
開
発
に
身
を

さ
さ
げ
た
広
田
亀
治
が
、
明
治
８
年

に
病
害
に
強
く
、
多
収
量
の
「
亀
治

米
」
を
開
発
し
、
人
々
の
生
活
を
助

け
ま
し
た
。
評
判
は
全
国
へ
広
が

り
、
島
根
県
で
は
約
半
世
紀
に
わ
た

り
主
要
品
種
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

　

明
治
41
年
に
は
、
島
根
県
内
で
は
最

も
早
く
米
子
・
安
来
間
に
鉄
道
が
開
通
。

以
来
、
安
来
駅
は
本
市
の
玄
関
口
と
し

て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

困
難
を
乗
り
切
っ
た
安
来
の
気
風

　

市
文
化
財
課
高
岩
俊
文
は
、
安
来

の
気
風
が
好
影
響
を
与
え
た
と
話
し

ま
す
。「
明
治
の
安
来
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
加
え
て
、
洪
水
や
疫

病
、
大
火
、
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
な

ど
困
難
な
時
代
で
し
た
。
こ
の
困
難

を
乗
り
切
っ
た
の
は
、
自
由
闊
達
で

事
業
意
欲
の
旺
盛
な
安
来
の
気
風
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
気
風
が

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
新
し
い
物

を
生
み
続
け
、
現
在
ま
で
続
く
産
業

や
文
化
の
下
地
を
創
り
ま
し
た
。
明

治
１
５
０
年
の
節
目
の
年
、
私
た
ち

は
同
じ
よ
う
に
変
化
の
ま
っ
た
だ
中

に
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
旧
跡
を
訪

ね
、
往
時
を
知
り
、
思
い
を
巡
ら
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」。

「明治150年」関連の安来市の取組
○鉄の積出港安来の調査研究 
◯展示（常設展）
　和鋼博物館、広瀬町名誉町民顕彰館
◯イベント、文化振興、歴史記録などの補助
　安来市地域トライアングル事業補助金、安来
市地域元気いきいき補助金

明治時代の安来の主なできごと
明治２年　版籍奉還（松江、広瀬、母里に各藩知事を置く）

明治４年　松江県、広瀬県、母里県を置く、 同年、統廃

　　　　　合し島根県となる、 井尻川を伯太川、富田川

　　　　　を飯梨川に改称

明治５年    郵便局ができる

明治６年　小学校ができる

明治８年　荒島村広田亀治、稲新種を開発する

明治12年　能義郡役所を広瀬に置く

明治17年　大阪・安来間に定期航路ができる

明治22年　町村制施行、２町14村となる

明治32年　雲伯鉄鋼合資会社ができる

明治39年　安来・舞鶴間に定期航路ができる

明治40年　東宮殿下行啓、安来郵便局電話業務始まる

明治41年　米子・安来間に鉄道開通、松江まで延長

明治42年　広瀬絣伝習所が開かれる、鷺湯温泉営業始  

                     まる、家庭に電灯がつく

明治44年　安来節保存会ができる、安来小学校に県内      

                     初のピアノ購入

明治期の安来

安来市文化財課
主任　高岩俊文

特集  明治 150 年
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還付申告は 2月８日から受付
農業などの事業所得、不動産・譲渡所得がある人は、必ず申告が必要です

申告期間：2月 16 日（金）から 3月 15 日（木）

【確定申告】松江税務署（代表）☎ 0852-21-7711
※自動音声による案内が流れますので、その案内に従って番号を選択してください。

【市県民税兼国民健康保険税の申告】税務課市民税係　☎ 23-3040、23-3041

所得税（復興特別所得税含む）の確定申告・市県民税兼国民健康保険税の申告の時期が近づきま
した。３月になると会場が混み合いますので早めに申告をしましょう。
なお、納め過ぎた所得税の還付を受ける「還付申告」は２月８日から受け付けます。

申告書にはマイナンバーの記入が必要です

確定申告の期間：2/16 ～ 3/15
《安来会場》学習訓練センター（今津町 532-3）
《広瀬会場》市役所広瀬庁舎
《伯太会場》市役所伯太庁舎
《松江会場》くにびきメッセ（松江市学園南 1丁目 2番 1号）　
　　　　　※松江会場では所得税の申告のみを受け付けます。
　　　　　※ 2月 18 日（日）、2月 25 日（日）は休日受付を行います。

問い合わせ

申
告
が
必
要
な
人

▼
自
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
収
入
が

あ
る
人

▼
家
賃
・
地
代
な
ど
の
不
動
産
収
入

や
、
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

▼
会
社
員
で
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人

で
、
①
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
②

給
与
が
２
カ
所
以
上
か
ら
あ
る
人

▼
ア
ル
バ
イ
ト
、
内
職
、
日
々
雇
用
で
、

給
与
か
ら
税
金
が
引
か
れ
て
い
な
い
人

▼
満
期
保
険
金
等
の
受
け
取
り
や
個
人

年
金
収
入
が
あ
る
人

▼
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な

ど
を
受
け
る
人

▼
年
金
収
入
の
み
で
、
所
得
税
の
精
算

が
必
要
な
人

※
確
定
申
告
を
要
し
な
く
て
も
、
他
の

所
得
が
あ
る
と
き
や
各
種
控
除
を
受
け

た
い
と
き
は
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。

▼
前
記
以
外
で
、
課
税
の
対
象
と
な
る

収
入
の
あ
る
人

申
告
を
し
な
い
と
・
・

　

確
定
申
告
、
市
県
民
税
の
申
告
は
、

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
保

険
の
加
入
者
は
、
申
告
が
な
い
と
国
民

健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
保
険
の
加
入
者
で

非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金
、
障
害
者
年

金
等
）
の
み
を
受
給
し
、配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
の
該
当
で
な
い
人
に
つ
い
て

も
申
告
が
必
要
で
す
。

　申告に必要なものチェックリスト
事前に書類の準備や領収書などの集計を
お願いします。
□印鑑（認印で可）
□給与や年金の源泉徴収票（コピー不可）
□事業所得などの収支内訳書
□税務署から送られてきたハガキなど
□申告者名義の預金通帳等の口座番号が
　わかるもの
□前年の書類控え一式
□本人確認書類（マイナンバーの記載と

本人確認書類の提示が必要）

□各種控除を証明する書類

ホームページ上で確定申告書を
作成することができます
国税庁 HP  http://www.nta.go.jp/
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期日・曜日

安来会場 
（学習訓練

センター）

広瀬会場 
（広瀬庁舎）

伯太会場 
（伯太庁舎）

９時～１６時
２月８日～ 15 日

（土日・祝日を除く） ○還付のみ

２月１６日 金 ○ ○

１７日 土
１８日 日
１９日 月 ○ ○
２０日 火 　○マ ○
２１日 水 ○ ○
２２日 木 　○マ ○
２３日 金 ○ ○
２４日 土
２５日 日
２６日 月 ○ （税務署） ○
２７日 火 ○マ（税務署） ○
２８日 水 ○ （税務署） ○

３月１日 木 ○マ（税務署） ○
２日 金 ○ （税務署） ○
３日 土
４日 日 ○
５日 月 ○ ○
６日 火 　○マ ○
７日 水 ○ ○
８日 木 　○マ ○
９日 金 ○ ○

１０日 土
１１日 日 ○
１２日 月 ○ ○
１３日 火 　○マ ○
１４日 水 ○ ○
１５日 木 　○マ ○

申告会場の受付カレンダー

※マ：マイナンバーカード申請窓口（安来会場のみ）を設
　けます。
※税務署：松江税務署員が常駐し、 青色申告などを受け付

けます。
※安来・広瀬・伯太会場は e-Tax コーナーを利用できます。
　事前にマイナンバーカード等をご用意ください。

出張相談会場
２月１６日 金 赤屋交流センター（10：00 ～ 15：00）

１８日 日 JA しまねやすぎ地区本部赤江支店、
安来南支店（9：30 ～ 15：00）

１９日 月 山佐交流センター（10：00 ～ 15：00）
２０日 火 布部交流センター（10：00 ～ 15：00）
２１日 水 比田交流センター（9：30 ～ 16：00）

控除には証明書（原本）が必要です
　社会保険料や生命保険料、地震保険料など
は、平成 29 年中に支払った控除証明書が必要
です。コピーは不可。

おむつ使用証明に係る医療費控除
　要介護者のおむつ代の医療費控除を受ける
人は、医師の発行する証明書が必要です。た
だし、次の条件に該当する人は、市が発行す
る証明書で医療費控除が受けられます。
1) おむつ代の医療費控除を受けるのが 2 年目
以降
2)「介護保険主治医意見書」で「寝たきり」と「尿
失禁」が確認できる場合
※証明書は、介護保険課（市健康福祉セン
ター）、市民課健康福祉・子育て窓口（安来庁
舎）、伯太地域センター（伯太庁舎）で交付し
ています。
問い合わせ：介護保険課（☎ 23-3293）

介護認定を受けている人の障害者控除
　身体障害者手帳をお持ちでなくても、要介

護認定を受けている人は、「寝たきり度」「認
知症自立度」の程度により、障害者控除に該
当する場合があります。これらの人が障害者
控除を受ける場合は、市が発行する「障害者
控除対象者認定書」が必要です。
※認定書の申請受付窓口は、介護保険課（安
来市健康福祉センター）、市民課健康福祉・子
育て窓口（安来庁舎）、伯太地域センター（伯
太庁舎）です。
※認定書発行には約 1 週間程度かかります。
問い合わせ：介護保険課（☎ 23-3293）

事業をしているみなさんへ
　営業・不動産・農業所得を申告するとき、
領収書などを集計し、「収支内訳書」を作成し
てから申告会場へお越しください。
　減価償却台帳は市では管理していません。
減価償却費自動計算エクセルシートを市の
ホームページで公開していますので活用くだ
さい。

申告前にご用意ください
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申告期間：2月 16 日（金）から 3月 15 日（木）
申告書にはマイナンバーの記入が必要です

　平成 29 年中に皆さんが納付された次の保険料は社
会保険料控除の対象となります。1 月下旬に普通徴収

（納付書または口座振替による納付）で納付された金
額をお知らせします。

・国民健康保険税は、納税義務者（世帯主）に通知します。
・後期高齢者医療保険料は、被保険者ごとに通知します。
・介護保険料は、第１号被保険者（65 歳以上の方）に　
通知します。

・年金から特別徴収（引き去り）された国民健康保険税、
　後期高齢者医療保険料および介護保険料は、年金保険者

（日本年金機構等）から送付される公的年金等の源泉徴収
票を確認してください。

【問い合わせ】
　国民健康保険税は　　　　税務課収納係　☎ 23-3043
　後期高齢者医療保険料は　保険年金課　　☎ 23-3085
　介護保険料は　　　　　　介護保険課　　☎ 23-3293

　マイナンバーカードの
　　申請窓口を開設します
　平成 28 年分以降の確定申告書には、マイナンバー
の記入と本人確認書類の提示又は写しの添付が必要と
なりました。申告会場（安来会場）でカード発行の手
続きができる窓口を開設します。

・開設日　申告期間中の火・木曜日
・必要なもの　免許証・保険証等の本人確認書類
・その他
　写真は窓口で撮影しますので不要です。
　申請後、受け取りまでは約１カ月かかります。
　カードを申請すれば来年からは
e-Tax が利用できます。
　広瀬・伯太会場で希望の場合は
各地域センターへお越しください。

・問い合わせ　市民課　☎ 23-3080

国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料

「納付額のお知らせ」を送付します

○セルフメディケーション税制の創設
　セルフメディケーション税制は、下表の要件を満たし
ている場合に、所得から一定額の控除を受けることがで
きます。

○医療費控除の附属書類の見直し
１．概要　

　医療費控除またはセルフメディケーション税
制の申告の際に、医療費の領収書又は医薬品購
入費の領収書の添付または提示に代えて、医療
費の明細書またはセルフメディケーション税制
の明細書の添付が必要になりました。
２．経過措置　
　平成 29 年分から平成 31 年分までの申告は、
現行の医療費の領収書又は医薬品購入費の領収
書の添付による申告をすることもできます。
３．「医療費のお知らせ」
　この改正に伴い、各健康保険組合等が発行す
る「医療費のお知らせ」が、医療費控除の医療
費の明細書に利用できる場合があります。医療
費の明細書として利用できるかどうかは保険者
等にご確認ください。
　なお、法定納期限の翌日から 5 年間は、医療
費の領収書、医薬品購入費の領収書の提出また
は提示を求められることがあります。お手元で
大切に保管してください。

適用期間 平成 29 年 1 月 1 日から５年間

対象者

健康の保持増進や疾病予防のため予防接種・
定期健康診断等の一定の取組を行う個人。

「一定の取り組み」とは、市が行うがん検
診や職場で受ける定期健診などです。また、
医師の関与がある各種検診等や予防接種も
対象になる場合があります。

対象支出

本人と、本人と生計を一にする配偶者その
他の親族が購入したスイッチ OTC 医薬品の
購入対価
※スイッチ OTC 薬品とは、要指導医薬品
および一般医薬品の内、医薬品から転用さ
れた医薬品のこと。

控除額
（その年中に支払った額 － 保険金等の額） 

－ 12,000 円　　　　※上限 88,000 円

申告に必要
な書類

・セルフメディケーション税制の明細書
・予防接種やがん検診、定期健康診断を受
けたことが証明できる書類（領収書等）。

※問い合わせ：いきいき健康課☎ 23-3286

注意点
この特例と、現行の医療費控除のどちらか
の適用になります。また、一度申告すると
当該年度の選択の変更はできません。

平成 29年分申告の
主な改正点
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　平成 30年４月から
国保制度が変わります

島根県と安来市が保険者になります。
窓口は平成 30 年４月以降も引き続き安来市です。

写真はイメージ画像です

　国民医療費は高齢社会の進行にともない、この 10 年間

で 1.3 倍に増加しました。団塊の世代全員が 75 歳以上に
なる 2025 年には、総額 61 兆 8,000 億円にのぼると予想
されています。
　今後も国民健康保険制度を維持していくため、都道府県
も保険者に加わり国保財政の安定化を目指します。

島根県 安来市

役割
安定的な財政運営や効率的な事業等の実施につい
て、中心的な役割を担います。

住民の身近な窓口として、保険証の発行や保険
税の賦課・徴収、保険給付、保健事業などを行
います。

資格管理 ●事務の効率化、標準化、広域化を推進 ●被保険者証の交付など

保険税
●市町村ごとの標準保険料率を算定・公表
●国保事業費納付金を決定

●標準保険料率等を参考に保険税率を決定

保険給付
●給付に必要な費用を全額市町村に対して支払い
●保険給付の点検

●保険給付の決定、支給

保健事業
●市町村に対する必要な助言や支援 ●健診やデータヘルス事業など、よりきめ細か

    い保健事業の実施

■都道府県と市町村の役割分担

■都道府県と市町村の一体運営

【被保険者と保険者の役割】番号は上の図に対応しています。
①保険税の納付、各種届け出
②保険証の交付、保険税の賦課、保険給付や保健事業の実施
③国保事業費納付金（国保運営に要する費用）の納付
④保険給付費等交付金（給付等に必要な費用）の支払い

問い合わせ：保険年金課　☎ 23-3084

国保制度改正①

将来のための
制度変更
なんだ

平成30年３月まで

被保険者（加入者）

【安来市】

保　険　者
市が保険者となって個別に運営

平成30年４月から

①
②

被保険者（加入者）

【安来市】

【島根県】

保　険　者
県と市が一体となって運営

①

③

②

④
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花
と
鳥
が
観
る
人
の
心
を
う
ち
ま
す

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36
Ｉ
０
８
８
０
　
　

　

江
戸
時
代
か
ら
商
港
と
し
て
栄
え

た
安
来
。
そ
の
経
済
力
を
背
景
に
芸

術
・
文
化
に
関
心
を
持
つ
人
が
数
多

く
現
れ
ま
し
た
。
荒
物
屋
小
笹
家
に

生
ま
れ
た
小
笹
雪
外
（
１
８
６
０
～

１
９
１
８
年
）
も
そ
の
一
人
で
す
。

雪
外
は
39
歳
の
時
に
牛
乳
屋
を
開
き

ま
し
た
が
、
仕
事
は
家
族
に
任
せ
、

も
っ
ぱ
ら
絵
や
陶
芸
に
い
そ
し
ん
で

い
ま
し
た
。
雪
外
は
、
自
分
の
も
と

に
や
っ
て
き
た
若
者
の
中
か
ら
、
木

村
栖
雲
と
河
井
寬
次
郎
の
天
分
を
見

抜
き
、
旦
那
衆
と
呼
ば
れ
る
有
力
者

に
二
人
へ
の
援
助
を
進
言
し
ま
す
。

　

二
人
は
ふ
る
さ
と
の
人
々
の
期
待

に
応
え
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
数
多

く
遺
し
ま
す
。
寬
次
郎
は
陶
芸
に
お

い
て
唯
一
無
二
の
世
界
を
築
き
、
栖

雲
も
日
本
画
に
お
い
て
他
の
追
随
を

許
さ
な
い
花
鳥
図
の
表
現
を
体
得
し

ま
し
た
。
展
示
で
は
、
山
水
画
と
呼

ば
れ
る
風
景
画
や
華
や
か
な
花
や
鳥

の
絵
を
通
し
て
画
道
一
筋
に
生
き
た

栖
雲
の
生
涯
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　

展
覧
会
を
通
し
て
、
安
来
の
文
化

が
も
つ
底
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

【
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
】

▼
楽
し
く
美
し
い
方
言
の
世
界
：

２
月
11
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

出
演
は
出
雲
ベ
弁
子
さ
ん
ほ
か
。
入

場
無
料
。
予
約
不
要
。

▼
講
演
会
「
加
納
莞
蕾　

今
広
が
る

そ
の
思
想
」
：

２
月
25
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

講
師
は
加
納
佳
世
子
（
当
館
名
誉
館

長
）。
入
場
無
料
。
予
約
不
要
。

寒天菓子

ちょっこし食育レシピ～宇賀荘交流センター編　

（材料）　　　　　　
▼羊羹　
柿　　　　　　　　１個
抹茶　　　　　小さじ２
酒　　　　　　大さじ２

塩分
0.3g774Kcal

（作り方）
①柿は５ミリ角に切り、抹茶は酒で溶いておく。
②水 200cc、粉寒天小さじ１. ５を火にかけ、沸騰後２分

して砂糖 80g を加える。３分煮つめ、牛乳 200cc を注
ぎ火を止める。流し缶に入れ固まりだしたら柿を入れる。

③粉寒天液小さじ１と水 100cc を火にかけ、沸騰後砂
糖 40g 加え溶けたら牛乳 100cc を混ぜ火を止めて抹
茶を混ぜる。柿入り寒天が固まったら、抹茶寒天液を
流し入れ、冷蔵庫で固める。

ポイント　②と③は分離しやすいです。羊羹を固めると
きは、ラップを液面に貼っておく。抹茶寒天液を流し
入れる直前に、ラップを取って液面にフォーク等で傷を
付けて寒天液が羊羹の表面に食い込むようにします。

今回は、 宇賀荘交流センター主催の料理コンテ
ストでグランプリを受賞した一品を紹介します。

※材料全体で

安
来
出
身
の
日
本
画
家
木
村
栖
雲
（
１
８
８
５
～
１
９
６
７
年
）

の
生
涯
を
た
ど
る
展
覧
会
を
好
評
開
催
中
で
す
。

毎
週
火
曜
日
は
休
館
。《
開
館
時
間
》
９

時
～
16
時
30
分
（
入
館
は
16
時
ま
で
）。

《
観
覧
料
》
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

上品な味わいと、見た目の美しさが
特徴の一品です。

料理考案者の宮本薫さん

粉寒天　　�小さじ２．５
砂糖　　　　� １２０ｇ
牛乳　　　� ３００CC
水　　　　� ３００CC

▲孔雀不老富貴Ⅱ（1953 年）
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　島根県では、県民の皆さんの“命”を守るため、
平成 23 年から医師、看護師が搭乗する医療専
用ヘリコプター ｢ ドクターヘリ ｣ を運航してい
ます。このヘリコプターの臨時ヘリポートは現
在、市内の学校校庭や河川敷など 41 カ所にあ
ります。
　また、このヘリポートは救急搬送や災害対応
を行う「島根県防災ヘリ」の離着陸場としても
使用します。
　ヘリコプターの離着陸に伴い、周辺では騒音
や強風が発生します。安全管理には努めます
が、市民の皆さんのご理解をお願いします。

臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・
防
災
ヘ
リ

市内の臨時ヘリポートは 41カ所です
安　来　地　区（２１）

十神小学校校庭 宇賀荘小学校校庭 あらえっさ球場
社日小学校校庭 南小学校校庭 西部球場
赤江小学校校庭 第二中学校校庭 安来運動公園（陸上競技場）
荒島小学校校庭 第三中学校校庭 安来球場
飯梨小学校校庭 安来高等学校校庭 安来市福井工業団地
能義小学校校庭 安来高等学校野球場 中海ふれあい公園
島田小学校校庭 情報科学高等学校校庭 飯島工業団地緑地

広　瀬　地　区（１５）
布部小学校校庭 広瀬中央公園（野球場） 山佐運動広場
山佐小学校校庭 広瀬中央公園（陸上競技場） 東比田運動場
旧奥田原小学校校庭 飯梨川富田左岸河川敷 山佐ダム
比田小学校校庭 飯梨川右岸河川敷（富田橋付近）
広瀬中学校校庭 西谷交流センター（旧西谷小学校校庭）
旧布部中学校校庭 宇波交流センター（旧宇波小学校校庭）

伯　太　地　区（５）
安田小学校校庭 伯太中学校 伯太山村広場
赤屋小学校校庭 上の台緑の村交流センター東側駐車場

お近くの

臨時ヘリ
ポートを

確認くだ
さい

　

市
消
防
署
広
瀬
分
署
に
新
型
の

救
急
車
を
導
入
し
ま
し
た
。
同
車

の
出
動
エ
リ
ア
は
中
山
間
地
を
含

む
広
範
囲
。
揺
れ
る
車
内
で
も
継

続
が
可
能
な
自
動
式
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
や
、
走
行
時
の
ベ
ッ
ド

の
揺
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
装
備
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
車
両
側
面
に
は
、
特
殊

な
反
射
材
を
使
用
。
全
方
向
か
ら

光
が
当
た
っ
て
も
光
源
に
そ
の
ま

ま
反
射
す
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。
救
急
車
を
認
識
し
や
す

く
、
よ
り
安
全
に
搬
送
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問い合わせ
消防本部警防課　℡ 23-3424

地
域
の
特
性
に

配
慮
し
た
新
型
救
急
車

▲広瀬町の飯梨川
河川敷に着陸した
ドクターヘリ。

▲広瀬分署に配備された救急車。
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今月の一枚

　12 月 3日の余芸大会で、ひろせ保育園
が披露した組体操。「ハッ」「ハッ」と元気
な声を上げながらポーズを決め、観客か
らは惜しみない拍手が送られました。

　市が中山間地域の交流センターなどに配備してい
る小型除雪機の操作講習会が12月24日、山佐交流
センターで開催されました。企画したのは上山佐地
区自主防災会ほか。操作方法や除雪を必要とする世
帯の確認などをこの時期に毎年、行っています。
　同地区では除雪ボランティア隊を結成し、積雪時
には高齢者世帯などの生活道路確保のため無償で除
雪を行っています。昨年は延べ８回出動しました。
　初めて講習会に参加した仙田達さんは「ひと通り
動かしてみて操作方法が良くわかりました。（今は
雪が無いが）積雪時には違った苦労をするかもしれ
ないので安全に除雪したい」と話していました。

　正月の３日、安来市総合文化ホール・アルテピア
で平成30年安来市成人式が開催され、華やかな振
り袖やスーツ姿の新成人が大人への自覚を誓い、新
しい門出を祝いました。
　今年、対象となった新成人369人（男176人、女
193人）のうち、324人が出席。第１部では式典が
行われ、新成人で成人式実行委員長を務めた畑和輝
さんが「後輩たちの道しるべとなるように成人とし
てふさわしい行動を心掛けたい」と決意を述べまし
た。第２部は新成人たちが企画運営したスライド
ショー。小中学校時代の懐かしの写真や恩師からの
メッセージに大きな歓声が上がっていました。また、
ステージ演奏や20歳のメッセージなどの催しも行
われました。
　終了後は、友人と記念写真や近況を話す姿が見ら
れ、大人への仲間入りを互いに祝い合いました。

369人が成人
大人への自覚を新たに

シーズン前に操作を確認

▲講習会には18人が参加。その後は除雪地の現地確
認を行いました。

▶式典の様子。今年からアル
テピアで行われました。
▼友人と記念写真をパシャリ
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郷土の偉人を劇で伝える

歳末市に“やまんば”現わる

安来産の木材に描いた「森の夢」

　江戸時代から続く母里市やまんば祭りが、母里交
流センター周辺で行われ、地元の農産物や正月用品
などを買い求める人でにぎわいました。
　この祭りは、江戸時代に母里藩の役人が、やまん
ばに扮した老婦人にお金を配らせ、町がにぎわった
ことに由来。今年も人通りが多くなると、面とカツ
ラをつけたやまんばが町を練り歩き、道行く人に福
引券やお菓子などを渡し、祭りを盛り上げました。
　大阪から祖父の家に遊びに来ていた川崎紫苑くん
（10歳）は「やまんばは怖いものだと思っていたけど、
お菓子をくれて驚いた」と話していました。

　総合文化ホール・アルテピアの開館記念事業とし
て12月10日、ＮＨＫのど自慢を開催しました。
　人気の番組とあって出場者や観覧希望者が殺到。
出場申込には526通の応募があり、前日の予選会に
は書類審査で選ばれた250組が参加しました。一方、
当日の観覧希望者も6218通あり、当選倍率は15倍
になりました。
　中継のあった本番ステージでは、予選を勝ち抜い
た20組が思い思いの衣装やパフォーマンスなどで
自慢ののどを披露しました。

　ＮＰＯ法人青少年サポートの会が主催する森が見
た夢コンテストの表彰式が12月17日、安来節演芸
館で行われました。
　同コンテストは、縦６㌢×横18㌢程の安来産間
伐材の板をキャンバスに見立て、森が見た夢をテー
マに自由な発想でアートを描くものです。模様や写
実的なものまで夢のある314作品が寄せられました。
　電車を描き幼児の部グランプリになった荒松星く
んは「森に大好きな電車が走っていたら楽しいと
思った」と話していました。

　「卜
ぼくら

蔵新田」を開発した卜蔵孫三郎を題材にした
演劇の発表が12月２日、総合文化ホールで行われま
した。卜蔵新田が日本遺産の構成文化財に認定され
たのを機に、荒島青年協議会と荒島小ＰＴＡが中心
となって劇団を結成。17年前に同様に披露された脚
本等を参考に約半年かけて練習してきました。
　本番では、地元の言葉を使ったり、アドリブを入
れて会場を沸かせたりするなど、出演者たちが熱演。
立ち見客がでるほどの満員となった会場からは終演
後、大きな拍手と歓声がしばらく続きました。観覧
した女性は「身近な題材の劇でとても楽しむことが
できました」と話していました。

アルテピアから世界に歌を届ける

▶
か
ん
な
流
し
の
技
法
を
使
っ
た
日

白
池
の
埋
め
立
て
の
場
面
。

◀
や
ま
ん
ば
か
ら
福
引
券
を
受
け
取
る

来
場
者
。

▲作品は安来節演芸館で展
示されました。
▶受賞した荒松星くん。

◀
本
番
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
様
子
。
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健康の窓

■予防接種はなぜ必要？
　予防接種を多くの人が受け免疫を持つことで、その感染症の流行を予防または軽症
化し、病原体の根絶につながります。予防接種を受けることは、自分の健康を維持す
ると同時に、家族や友人、将来生まれる子どもたちの健康を守ります。

■予防接種を受けましょう
　予防接種には予防接種法により、対象疾病、対
象年齢、接種回数等が定められた定期接種と、そ
れ以外の任意接種があります。
　市が実施する小児定期予防接種は、市民であれ
ば無料で接種できます。対象年齢を外れて接種す
る場合は有料となります。なお、長期にわたり療
養を必要とする疾病にかかったこと等により、や
むを得ず定期予防接種の機会を逃した人はこの限
りではありません。詳しくは、子ども未来課まで
お問い合わせください。

安来市で実施している定期接種
定期接種の種類 対象者・期間

ヒブ・小児用肺炎球菌 生後２力月～５歳未満
Ｂ型肝炎 生後２力月～１歳未満
四種混合（ジフテリア・
破傷風・百日せき・ポリオ）

生後３力月～７歳６力月未満

ＢＣＧ 生後５カ月～１歳未満

麻しん風しん混合
（１期・２期）

１期：生後１歳～２歳未満
２期：保育所・幼稚園等の年
　　　長児

水痘（みずぼうそう） 生後１歳～３歳未満

日本脳炎
１期：生後６力月～７歳６カ
　　　月未満
２期：９歳以上 13 歳未満

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

11歳以上13歳未満

子宮頸がん予防
（ＨＰＶ）

６年生～高校１年生の女子
※積極的な勧奨を行っていません

安来市で実施している任意接種
任意接種の種類 対象者・期間

おたふくかぜ※ １歳～就学前
※２回分無料で実施。

～予防接種をする大切な３つの目的～

　　　自分自身が病気に
　　　かからないために
　予防接種を受けることで、病
気から自分自身を守ることがで
きます。発症すると死亡したり、
後遺症が残ったりする病気を防
ぐことができます。

１ 　　　症状が軽くて
　　　済むために
　現在、大人になってから麻し
ん（はしか）や結核にかかり重
症化することが問題になってい
ます。予防接種を受けることに
よって、感染症にかかったとき
にも症状を軽く済ませることが
できるといわれています。

２ 　　　まわりの人に
　　　うつさないために
　たいていの人が予防接種対象
年齢までその病気にかからない
で済むのは、多くの人たちが予
防接種を受け、免疫を持ち、大
流行を抑えてくれたからです。
大切な人を守るためにも、予防
接種を受けることは大切です。

３

自分のため、大切な人のため

子どもの予防接種、 忘れずに
■問い合わせ　子ども未来課℡ 23-3222
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　編　　国書刊行会
出版社　国書刊行会

「日本の珍しい結婚風習」

　全国各地には
驚くような結婚
式の風習があっ
たようです。今
では忘れ去られ
てしまったその風習を紹介した
一冊です。島根県は「石地蔵を
運ぶ出雲国（島根県）の婚姻」
が紹介されています。（中）

著　者　吉野源三郎
出版社　マガジンハウス

　中学生のコペ
ル君はいじめを
見て見ぬふりを
してしまいま
す。落ち込むコ
ペル君を叔父さんが優しく導き
ます。80年前に出版された名著
が甦りました。話題の哲学書で
す。（川）

「君たちはどう生きるか」

忘れられた巨人� カズオ・イシグロ
鳥瞰図で見る古代都市の世界
� ジャン＝クロード・ゴルヴァン
ＮＨＫガッテン！なるほど新スゴ技
� ＮＨＫ出版
スター・ウォーズキャラクター事典
� サイモン・ビークロフト

トランプ症候群� 井上達夫
奇跡の島・西表島の動物たち� 鈴木直樹
スタジオジブリの食べものがいっぱい
� 徳間書店
絵物語古事記� 富安陽子
ぱたぱたえほん� ｍｉｙａｕｎｉ 

その他　新刊図書

「豊臣奇譚」

著　者　世川行介
出版社　彩雲出版

　世に伝奇小説
は数多くありま
すが、この異色
の経歴を持つ島
根県生まれの著
者が描く物語は正に破天荒の世
界です。史実と創作のバランス
が絶妙で文句なしに楽しめます。
（山）

著　者　村木美涼
出版社　早川書房

「窓から見える最初のもの」

　心を病んだ女
子大生、絵の真
贋を疑う経営者、
起業に悩む若
者、失踪人に戸
惑う会社員。四人の人生が交錯
するとき意外な真実が！本年度
アガサ・クリスティー賞大賞受
賞作です。（田）

の中から、ゆるキャラ風の妖怪
を「もの系」「むし系」など６種
類に分類し、楽しく解説してい
ます。（根 )

「ゆるかわ妖怪絵」

著　者　安村敏信
出版社　講談社

　古くから日本
人に愛され、身
近な存在であっ
た妖怪。江戸時
代以前の絵巻物

「昭和十年の女の子」
（月刊たくさんのふしぎ第393号）

　昔の写真や映
画を見て当時の
暮しを想像する
のが著者の楽し

　文　　牧野夏子
　絵　　鴨居杏
出版社　福音館書店

みだそうです。昭和初期に流行
した雑誌、お菓子、ファッション
など小さな女の子の視点で体験
できます。（須）

閉館時間の変更
はくた図書室

臨時休館のお知らせ
　次の期間、休館します。
　2 月５日㈪～ 2 月 9 日㈮
　※５日は定期休館日

　安来市在住の佐々木弘氏が長く収集してきたチラシコレクションの
一部を展示します。懐かしい映画から最新映画まで、映画の歴史をひ
もとくような多彩なラインナップで世代を超えて楽しめます。チラシ
のほか、貴重なパンフレット、関連本などもあわせてご覧いただけます。
皆さんのご来館をお待ちしております。

　期間：２月３日（土）～２月17日（土）
　場所：安来市立図書館　２階会議室

佐々木弘　映画チラシコレクション展　～映画から夢が広がった～

その他の新着図書情報は

安来　図書館情報 　 検索

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050
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点
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版
「
分
別
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が
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き
ま
し
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ご
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き
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う
冊
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「
分
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の
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点
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。

　

点
字
版
の
冊
子
を
希
望
す
る

人
は
、
環
境
政
策
課
ま
た
は
、

安
来
市
社
会
福
祉
協
議
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本
所

ま
で
お
越
し
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だ
さ
い
。な
お
、

安
来
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立
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書
館
、
ひ
ろ
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閲
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に
設
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し
て
い
ま
す
。

　
環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

行　

政

みんなでつくろう地域の未来
協働の地域づくりフォーラム

　各地域で取り組んだ課題解決に向けての学習・

実践事例を踏まえ、「多種多様な魅力的な地域」

の形成を目指し、行政と地域、また地域団体間

の連携・協働を進め、これからの地域づくりに

ついて考えていきます。（参加無料）

日　時　２月18日㈰13時～17時

場　所　安来市総合文化ホール・アルテピア

対　象　社会教育・地域づくりに興味のある人

講　師　毎熊浩一氏（島根大学法文学部准教授）

発表者　がんばる地域おこし支援事業実施 　（下

　　　　山佐・荒島・赤屋・十神・赤江の各　）

助言者　島根県教育庁社会教育課　福本修司氏

　　　　島根県中山間地域研究センター 安部聖氏

申込締切　２月７日㈬　

申込先　地域振興課または、各

　　地域振興課℡２３－３０７０

30
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で
耐
震
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
一
階
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
除
き
、
体
育

館
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

生
ご
み
堆
肥
化
装
置

補
助
金

終
了
間
近
で
す

　

市
で
は
生
ご
み
堆
肥
化
装
置

設
置
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
制
度
は
３
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
た
だ

し
、
３
月
31
日
前
で
も
予
算
額

に
達
し
た
時
点
で
終
了
と
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
補
助
対
象

は
、
安
来
市
内
で
購
入
し
た
製

品
に
限
り
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
環
境
政
策
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
℡
23-

３
０
７
６

申
込
方
法
　
申
請
書
を
管
財
課

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
３
月
15
日
㈭

入
札
日・場
所
　
３
月
19
日
㈪
、

安
来
市
役
所
安
来

入
札
…
　
　
管
財
課

　
　

℡
23-

３
０
３
７

物
件
…
　
環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
１
０
１

安
来
市
民
体
育
館
は

８
月
か
ら
耐
震
改
修
工
事

の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん

（
※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
可
）

　

安
来
市
民
体
育
館
は
、
平
成

チ
ッ
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

薪
割
り
機
を

売
却
し
ま
す

　

市
で
使
用
し
て
い
た
チ
ッ

パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
と
薪
割
り

機
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し

ま
す
。

　

物
件
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安来市民体育館

▲チッパーシュレッダー

▲薪割り機

▲分別の手引き

申
問

問問

問

問

申問

交

交

交
庁
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2018 月号2

け
て
い
ま
せ
ん
）

　

な
お
、
会
場
確
保
や
司
会
進

行
は
、
申
し
込
み
団
体
で
お
願

い
し
ま
す
。

※
日
程
等
の
調
整
が
必
要
で

す
。
ま
ず
は
政
策
秘
書
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
政
策
秘
書
課　

　
　

℡
23-

３
０
１
１

市
長
と
語
ろ
う
！

ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　

政
策
秘
書
課
で
は
、
近
藤
市

長
が
各
団
体
や
自
治
会
へ
出
向

き
市
長
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

や
、
市
が
重
点
的
に
取
り
組
む

主
要
事
業
な
ど
の
説
明
を
行
う

「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
要
領

　

自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
の

単
位
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
個
人
で
の
申
込
み
は
受
け
付

持
つ
人
な
ど
に
、
安
来
の
最
新

情
報
を
満
載
し
た
無
料
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
「
安
来
市
ふ
る
さ
と

メ
ー
ル
」
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
ド
レ

ス
に
向
け
発
信
し
て
い
ま
す
。

配
信
内
容
　
山
陰
中
央
新
報
紙

に
掲
載
さ
れ
た
、
安
来
市
関
連

の
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
、
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
情
報
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

配
信
方
法
　
登
録
会
員
に
向
け

て
、
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
に

配
信
。

※
デ
ー
タ
容
量
の
都
合
に
よ

り
、
携
帯
電
話
ア
ド
レ
ス
へ
の

送
信
は
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
送
信
は

可
能
で
す
。

申
込
方
法
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。

　
政
策
秘
書
課

　

℡
23-

３
０
１
０

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の

ご
案
内

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
個

人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
を
含

む
）
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の

人
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
、

退
職
さ
れ
た
り
し
た
場
合
に
備

え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準

備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
共

済
制
度
で
、
い
わ
ば
「
小
規
模

企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職

金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
①
掛

金
は
全
額
所
得
控
除
。
毎
年
掛

金
が
所
得
控
除
と
な
る
た
め
節

税
効
果
が
あ
り
ま
す
。
②
事
業

を
や
め
ら
れ
た
り
す
る
際
に
受

け
取
る
共
済
金
も
、
退
職
所
得

扱
い
ま
た
は
、
公
的
年
金
等
の

雑
所
得
扱
い
と
な
る
た
め
、
節

税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
や
加
入
申
込
み
は
、
商

工
会
、
商
工
会
議
所
、
青
色
申

告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
な

ど
の
窓
口
で
取
り
扱
い
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
運
営
は
、
独
立

行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１

オープンデータで地域の課題解決
安来市オープンデータアイディアソン

安
来
市
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル

読
者
募
集
中

　

ふ
る
さ
と
安
来
を
離
れ
て
暮

ら
す
人
や
、
安
来
市
に
興
味
を

　アイディアソンとは、アイ

ディアとマラソンを掛け合わ

せた造語で、特定のテーマに

ついて、多様性のあるメンバー

が集まり、地域課題の発見・

解決や、新たなアイディア創

出を話しあうワークショップです。いろいろな

メンバーとオープンデータを活用し、様々な

地域課題を発見し解決策などを話しあってみま

しょう。

日　時　２月10日㈯13時～17時30分まで

　　　　（受付12時30分～）　

場　所　安来市中央 　講義室　

参加料　無料

対　象　一般、学生、ＮＰＯ、地域づくり団体、

　　　　エンジニア、オープンデータに関心の

　　　　ある方など※市外の方の参加も可能

内　容　テーマに分かれてのワークショップ

テーマ　①結婚・出産・子育ての支援②雇用の

　　　　創出③住環境の向上④地域の形成

申込方法　氏名、電話番号、希望する検討テー

　　　　マを２月８日㈭までにメール、電話、

　　　　ＦＡＸにて申込みください。なお、申込

　　　　みの状況により、ご希望テーマを変更

　　　　することがあります。

　　政策秘書課℡２３-３０６０、　２３-３１６１

　 メール　seisaku@city.yasugi.shimane.jp

問

問

申
問

交

申問
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や
父
母
等
）が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母　

②

孫　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

要
件
を
満
た
し
て
い
る
ど
う
か

に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

４
．
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦

没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま

す
。

支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限
　
平
成
30
年
４
月
２

日
㈪　
　
　
　
　

　
　
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
１

・
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　

℡
０
８
５
２-

22-

５
２
４
０

就
職
を
支
援
！

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

企
業
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
概
要
や
採
用
予
定
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

開
催
日
　
３
月
３
日
㈯

場
所
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

対
象
　
２
０
１
９
年
３
月
大
学

（
院
を
含
む
）、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
等
の
卒
業
予
定

者
、
ま
た
は
、
県
内
就
職
を
希

望
す
る
人
。

内
容
　
▽
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
10
時
30
分
～
12
時
）

▽
合
同
企
業
説
明
会
（
13
時
～

16
時
）

参
加
企
業
　
２
月
上
旬
か
ら

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の

サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す

●
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
【
学
生
の

〝
自
分
〟
商
談
会
】
～
リ
ア
ル

ア
ド
バ
ン
ス
～

日
時
　
３
月
２
日
㈮
13
時
～
16

時
30
分

場
所
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

そ
の
他
　
詳
細
は
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
」
の
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
）

　

℡
０
１
２
０-

67-

４
５
１
０

誰
で
も
働
き
や
す
い
職
場
に

　

し
ま
ね
働
き
方
改
革
宣
言

　

島
根
県
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
県
外
流
出
に
よ
り
、

労
働
人
口
が
全
国
平
均
を
上
回
る
速
さ
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
少
し
で
も
く
い
止
め
る
た
め
に
は
、
島
根
の
将

来
を
担
う
若
者
を
ひ
き
つ
け
、
や
り
が
い
や
充
実
感
を
も
っ

て
県
内
に
定
着
し
て
も
ら
い
、
女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
働
き
や
す
く
活
躍
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

島
根
労
働
局
、
島
根
県
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
、
教
育

機
関
、
金
融
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
「
し
ま
ね
働
き
方
改
革

推
進
会
議
」
で
は
、
長
時
間
労
働
の
削
減
、
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
働
き
方
の
実
現

な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
29
年
11
月
10
日
に
「
し
ま
ね

働
き
方
改
革
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

企
業
・
団
体
・
自
治
体
な
ど
が
連
携
し
県
内
の
働
き
方
改

革
を
進
め
、
人
材
を
確
保
し
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
い

き
い
き
と
活
躍
で
き
る
職
場
・
企
業
を
広
げ
、
こ
う
し
た
魅

力
あ
る
職
場
・
企
業
を
積
極
的
に
外
部
へ
情
報
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
宣
言
１　
ほ
ど
よ
く
休
み
、
し
っ
か
り
仕
事
、

　
　
　
　
す
っ
き
り
帰
宅
！

宣
言
２　
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
を
企
業
の
魅
力
に
！

宣
言
３　
み
ん
な
元
気
に
生
涯
現
役
！

宣
言
４　
誰
も
が
い
き
い
き
活
躍
で
き
る
職
場
に
！

宣
言
５　
職
場
に
実
情
を
語
り
合
う
場
を
つ
く
ろ
う
！

　
島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
℡
０
８
５
２-

20-

７
０
０
７

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
期
限
は
４
月
２
日
で
す

●
特
別
弔
慰
金
と
は　

　

戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
対

し
、
国
と
し
て
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国

債
）
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十

回
特
別
弔
慰
金
の
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
。
未
請
求
の
人
は
、

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
　
平
成
27
年
４
月

１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の
妻

問

問

申
問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2018 月号2

採
用
予
定
日
　
採
用
予
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
女
性　
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

し
、
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

応
募
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
受

付試
験
期
日
　
採
用
状
況
に
よ
り

実
施

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
出
雲

駐
屯
地
（
出
雲
市
松
寄
下
町
）

試
験
科
目
　
筆
記
試
験
（
国
語
・

福
祉
・
保
育
の
仕
事
　

就
職
・
転
職
フ
ェ
ア
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

島
根
県
内
の
福
祉
事
業
所
の

人
材
確
保
や
、
福
祉
職
場
に
就

職
を
希
望
す
る
人
へ
の
支
援
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
４
日
㈰
13
時
～
15

時
30
分

場
所
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

内
容
　
▽
事
業
所
に
よ
る
個
別

就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー　

▽
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
に

関
す
る
相
談
・
求
職
登
録　

▽

福
祉
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス　

▽

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事

セ
ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
相
談　

▽

事
業
所
Ｐ
Ｒ
ブ
ッ
ク
の
配
布　

そ
の
他
　
▽
参
加
無
料　

▽
申

込
不
要　

▽
入
退
場
自
由　

▽

服
装
自
由

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空

自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま

す
。
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
３

カ
月
間
の
教
育
訓
練
を
終
了
し

た
後
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
に

任
用
さ
れ
ま
す
。任
用
期
間
は
、

陸
上
自
衛
官
は
、
１
年
９
カ
月
、

海
上
・
航
空
は
２
年
９
カ
月
を

１
任
期
と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す

が
、
引
き
続
き
勤
務
を
希
望
す

る
場
合
は
、
選
考
に
よ
り
２
年

を
任
期
と
し
て
継
続
任
用
さ
れ

ま
す
。

●
男
性　
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

し
、
採
用
予
定
月
の
１
日
時
点

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

応
募
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
受

付試
験
期
日
　
平
成
30
年
２
月
３

日
㈯
、
２
月
24
日
㈯

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
出
雲

駐
屯
地
（
出
雲
市
松
寄
下
町
）

試
験
科
目
　
筆
記
試
験
（
国
語
・

数
学
・
社
会
・
作
文
）
・
口
述

試
験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

数
学
・
社
会
・
作
文
）
・
口
述

試
験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

採
用
予
定
日
　
採
用
予
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
℡
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

　安来市では、経済的な理
由により、小中学校に通う
お子さんの給食費や学用品
などの支払いにお困りのご
家庭に、費用の一部を援助
する制度を設けています。

小・中学校の保護者の皆さん
経済的にお困りであればご相談ください

就学援助制度が利用できます

自
衛
官
募
集

●
自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海

上
・
航
空
自
衛
隊
）

援助の受けることができる事由
　①生活保護が停止、または廃止になった
　②市県民税が非課税、または減免になった
　③個人事業税、固定資産税、国民健康保険税が
　　減免になった
　④国民健康保険税の徴収の猶予を受けた
　⑤児童扶養手当を受給している　など
援助の対象　学用品費、通学用品費、新入学用品費、
　修学旅行費、校外活動費、学校給食費、ＰＴＡ
　会費、児童（生徒）会費、クラブ活動費の一部（上
　限あり）
その他　年度当初から援助を受けるためには、各
学校が設けた締切日までに申請が必要です。
　経済的に困難な状況になった場合、年度途中で
も援助を受けることができます。
　詳しくはお問い合わせください。

　　学校教育課℡２３‐３２３５
　・お子さんが就学している学校

申
問

問

申問
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ブ
リ
ス
ベ
ン
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

募
集

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
リ
ス

ベ
ン
市
の
小
学
生
が
安
来
市
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
ご
家

庭
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
　
４
月
４

日
㈬
～
７
日
㈯
の
３
泊
４
日

募
集
数
　
41
家
庭
（
１
家
庭
の

受
入
数
１
名
）
※
先
着
順

受
入
児
童
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
小
学
生

募
集
締
切
　
２
月
９
日
㈮

　
　
安
来
国
際
交
流
協
会
事
務

局
・
仲
佐
℡
23ｰ

１
０
４
８

書
い
た
り
、
実
際
に
触
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰

９
時
～
22
時

●
合
唱
…
２
月
３
日
㈯
14
時
30

分
～
15
時　

●
体
験
コ
ー
ナ
ー

…
各
日
９
時
～
17
時

場
所　
イ
オ
ン
松
江
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
新
館
１
階
（
松

江
市
東
朝
日
町
）

　

島
根
県
立
盲
学
校
・
和
田

　

℡
０
８
５
２-

36-

８
２
２
１

日
時
・
場
所
　
２
月
22
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象
　
平
成
28
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所
　
２
月
22
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象
　
平
成
26
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
・
仕
上

げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日
朝
の
尿
。

※
人
数
に
よ
り
９
か
月
児
健
診

の
対
象
者
を
２
月
６
日
㈫
で
案

内
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

島根県の最低賃金

　島根県の最低賃金が改正されました。また、特定の産業で働く労働者には、それぞれの特定最低賃
金（産業別）が適用されます。使用者も労働者も必ず確認してください。

時間額 引上額 効力発生日
島根県最低賃金 ７４０円 ２２円 Ｈ29.10.１

特
定
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 ８５９円 ２３円 Ｈ29.11.22

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機
械器具製造業

８４１円 ２１円 Ｈ29.11.30

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

７７５円 １９円 Ｈ29.11.29

自動車・同附属品製造業 ８３３円 ２１円 Ｈ29.12.10

百貨店、総合スーパー ７５０円 　２円 Ｈ29.11.22

自動車（新車）小売業 ８１２円 ２２円 Ｈ29.11.26

その他　・最低賃金は、常用・臨時・パートなどすべての労働者に適用されます。
　　　　・最低賃金には、時間外・休日・深夜手当や賞与、通勤手当、家族手当などは含まれません。

　島根労働局賃金室℡０８５２-３１-１１５８

保　

健

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所
　
２
月
８
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象
　
平
成
29
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所
　
２
月
６
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象
　
平
成
29
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時
　
２
月
14
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所
　

対
象
　
平
成
29
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

　
子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

島
根
県
立
盲
学
校
作
品
展

　

盲
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
、

触
覚
や
聴
覚
な
ど
、
感
覚
を
研

ぎ
澄
ま
せ
て
制
作
し
た
展
示

や
、
音
楽
部
に
よ
る
合
唱
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
盲
学
校
や
視

覚
障
が
い
に
関
す
る
理
解
啓
発

展
示
や
体
験
も
実
施
し
ま
す
。

　

盲
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教

材
に
触
っ
た
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
上
を
歩
い
た
り
、
点
字
を

申
問

伯 伯

健

健

健

問

問

問

問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2018 月号2

講
座
・
教
室

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

日
時
・
場
所
　
２
月
20
日
㈫　

▽
生
後
５
～
６
カ
月
児
対
象

（
９
時
45
分
～
10
時
）
▽
生
後

９
～
11
カ
月
児
対
象
（
13
時
30

分
～
13
時
45
分
）、

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

カ
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
▽
２
月
13
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　
▽
２
月
27
日
㈫
９
時
～
11

時
、 

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
　

℡
23-
３
２
２
０

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　

コ
ブ
タ
コ
ー
チ
の
運
動
遊
び

（
要
申
込
）

　

乳
幼
児
期
の
発
達
を
考
え
た

運
動
遊
び
を
親
子
で
楽
し
み
ま

す
。

日
時
・
場
所
　
２
月
13
日
㈫
10

時
30
分
～
12
時
、

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

　子育て相談会
　保育所に入るその前に…

　保育所に始めて入所するに
あたり、不安がある人も多い
と思います。安心して保育所
に入所してもらうため、実際
に子どもたちの様子を見てい
る保育士や調理師とのお話会
を行います。
　気になることや、保育所で
の生活の様子などなんでも聞
いてください。（託児あり）

日時　２月26日㈪10時30分～12時
場所

　　子ども未来課℡２３-３２２２

申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈮

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

は
つ
ら
つ
☆
マ
タ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
♪
（
要
申
込
）

日
時
・
場
所
　
２
月
４
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、　

対
象
　
妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容
　
助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど
。

申
込
期
限
　
２
月
２
日
㈮

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル
※
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
自

由
に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う

日
で
す
。
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン

の
不
具
合
・
修
理
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
月
は
曜
日
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
１
日
㈭
・
５
日
㈪

・
10
時
～
12
時

受
講
料
　
５
０
０
円

そ
の
他
　
▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ

ン
タ
ー
・
デ
ジ
カ
メ
持
込
可　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
当
セ
ン

タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
で
の
み
利
用

可
能　

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
わ
か
ら
な

い
事
を
集
中
的
に
学
べ
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
待
ち
時
間
も
な
く
有

効
に
時
間
を
使
え
ま
す
。（
１

回
２
時
間
）

受
講
料
　
一
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他
　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
ち
込

め
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
12
時
間

コ
ー
ス
。

受
講
料
　
各
講
座
一
人
５
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他
　
日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談
。

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
℡
23-

１
７
５
０

求
職
者
対
象

職
業
訓
練
生
を
募
集

　

求
職
者
を
対
象
に
、
地
域
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
に
必
要
な
実
践
的
技
能
・
知

識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
２
月
の
募
集
内
容

コ
ー
ス
　
▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科　

▽
金
属
加
工
科　

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

訓
練
期
間
　
４
月
３
日
㈫
～
９

月
28
日
㈮

募
集
期
間
　
２
月
１
日
㈭
～
３

月
６
日
㈫

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

説
明・見
学
会
　
２
月
１
日
㈭
、

２
月
16
日
㈮
、
３
月
５
日
㈪

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

栄
養
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
主
催
の
教
室
な
ど

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

交

健

健

健

健

健

申問
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く
に
び
き
学
園
東
部
校

学
生
募
集

　

く
に
び
き
学
園
は
「
地
域
の

中
で
活
躍
し
た
い
」
と
い
う
60

歳
以
上
の
人
の
た
め
の
学
び
場

で
す
。
幅
広
い
学
び
と
交
流
を

通
し
て
、
生
き
が
い
を
高
め
る

と
共
に
、
地
域
社
会
で
活
躍
す

る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

修
学
期
間
　
４
月
～
平
成
32
年

３
月
（
２
年
間
）

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

開
校
日
　
毎
週
火
曜
日
（
年
間

40
日
）

学
習
内
容
　
総
合
講
座
・
専
門

講
座
（
社
会
文
化
科
・
園
芸
科
・

陶
芸
科
・
健
康
福
祉
科
※
各
学

科
25
人
）

入
学
資
格
　
①
県
内
在
住
で
平

成
30
年
４
月
１
日
に
満
60
歳
以

上
の
人

②
健
康
で
学
習
に
熱
意
が
あ

り
、
か
つ
地
域
活
動
に
意
欲
が

あ
る
人

授
業
料
等
　
入
学
金
…
１
万

円
、授
業
料
…
１
万
８
千
円
（
年

額
）
※
資
料
代
別
途
必
要

出
願
期
限
　
３
月
５
日
㈪
必
着

※
募
集
要
項
は
安
来
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
く
に
び
き
学
園
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

そ
の
他
　
学
園
の
説
明
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
学

園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
く
に
び
き
学
園
東
部
校
（
島

根
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
８
１

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

日
時
　
２
月
１
日
㈭
・
14
日
㈬
・

22
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
松
江
保
健
所

内
容
　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

　
　
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　

・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

相　

談

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談　
▽

９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策

推
進
課
℡
23-

３
０
６
８　

行
政
相
談
所　

▽
安
来
・
伯

太
会
場
…
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推

進
課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談

会
（
要
予
約
）　

▽
14
時
～
16

時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡

０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談
「
は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン
」　
▽
10
時
～
12
時　

▽

定
住
推
進
課
℡
23-

３
１
７
９

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ

せ
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」。
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す

司
法
書
士
事
務
所
で

相
続
登
記
無
料
相
談
を

実
施
し
ま
す

日
時
　
２
月
の
１
カ
月
間

場
所
　
島
根
県
内
の
司
法
書

士
事
務
所

※
時
間
・
予
約
は
各
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

相
談
例
　
▽
登
記
名
義
人
が

先
々
代
の
ま
ま　

▽
パ
ー
ト

ナ
ー
に
相
続
さ
せ
た
い　

▽

相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の

人
が
い
て
、
遺
産
分
割
協
議

が
で
き
な
い
。

　
　
島
根
県
司
法
書
士
会
事

務
局

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

島
根
県
司
法
書
士
会

松
江
地
方
法
務
局

合
同
相
続
登
記
相
談
所

　

相
続
登
記
の
促
進
を
図
る

た
め
、
島
根
県
司
法
書
士
会

と
連
携
し
て
登
記
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
２
月
18
日
㈰

10
時
～
16
時
、
松
江
テ
ル
サ

（
松
江
市
朝
日
町
）

内
容
　
土
地
や
建
物
の
相
続

に
関
す
る
登
記
な
ど
の
相
談

そ
の
他
　
▽
相
談
に
は
司
法

書
士
が
応
じ
ま
す　

▽
相
談

無
料　

▽
秘
密
厳
守　

▽
要

予
約
（
２
月
16
日
㈮
17
時
ま

で
に
電
話
予
約
）
。

　
　
松
江
地
方
法
務
局

℡
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談
（
要
予
約
）

日
時
　
２
月
17
日
㈯
13
時
～
17

時場
所
　
朝
日
公
民
館
（
松
江
市

東
朝
日
町
）

内
容
　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、
名
義
変
更
、
会
社
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、
借
金
、
ロ
ー

ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
悪
質
商
法
、

会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、

成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
。

※
毎
週
月
・
火
・
木
曜
日
の
12

時
か
ら
15
時
ま
で
電
話
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
島
根
県
司
法
書
士
会
（
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

申
問

申
問

申
問

申
問

問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2018 月号2

第
９
回
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
参
加
者
募
集

日
時
・
場
所
　
２
月
25
日
㈰
９

時
15
分
～
（
受
付
９
時
～
）、　

広
瀬
中
央
公
園
総
合
体
育
館

参
加
資
格
　
試
合
は
１
チ
ー
ム

４
人
制
（
中
学
生
以
上
の
男
女

各
２
人
で
編
成
。
女
性
４
人
で

も
可
）
で
行
う
が
大
会
運
営
の

都
合
上
、
な
る
べ
く
５
人
以
上

で
参
加
す
る
こ
と
。

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
２
千
円

申
込
締
切
　
２
月
11
日
㈰

そ
の
他
　
申
込
用
紙
は
広
瀬
中

央
公
園
事
務
所
に
設
置
。ま
た
、

広
瀬
中
央
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

　
　
広
瀬
中
央
公
園
事
務
所

　
　

℡
32-

２
６
７
８

ト
ー
タ
ル
１
８
０
歳
以
上
・
最

低
年
齢
者
40
歳
以
上　

▽
フ

リ
ー
の
部
…
18
歳
以
上

※
年
齢
は
２
月
１
日
時
点

参
加
資
格
　
安
来
市
内
在
住
者

ま
た
は
市
内
事
業
所
勤
務
者
が

コ
ー
ト
内
２
名
以
上
。

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
千
円

申
込
締
切
　
２
月
９
日
㈮
必
着

そ
の
他
　
申
込
用
紙
や
受
付
な

ど
の
詳
細
は
、
市
民
体
育
館
内

の
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
安
来
市
体
育
協
会

　
　

℡
23-
１
９
２
３（　

兼
）

イ
ベ
ン
ト

アルテピア開館記念

　　観覧者募集

日時　３月25日（日）　【午前の部】11時～

　　　【午後の部】 14時～（各回30分程度）

会場　安来市総合文化ホール　アルテピア

出演　ワンワン、うたのおねえさん

～申込方法～　

　往復はがき（私製は除く）に必要事項を

記入し応募してください。

申込締切　 ２月20日㈫必着

 ※応募多数の場合、抽選のうえ、３月初

 旬に当選結果を発送します。

 ※記入の不備は無効となります。

 ※応募は２公演を通して一世帯一通です。

　文化スポーツ振興課
　℡２３－３０３９

※放送の収録（ＴＶ放

映）はありません。

※うたのおねえさんは

ＴＶ番組の出演者とは

異なります。

※入場無料ですが、申

込みが必要です。

第
12
回
安
来
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
大
会
参
加
者
募
集

日
時
　
２
月
18
日
㈰
９
時
～

場
所
　
伯
太
体
育
館

チ
ー
ム
編
成
　
男
女
混
合
（
男

２
人
・
女
２
人
）　

部
門
　
▽
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
…

安
来
市
特
別
支
援
学
級

合
同
作
品
展

ふ
れ
あ
い
広
場

　

日
ご
ろ
の
学
習
で
取
り
組
ん

だ
作
品
（
絵
・
工
作
・
手
芸
・

習
字
な
ど
）
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
２
日
㈮
～
６
日
㈫

９
時
～
18
時
（
６
日
は
12
時
30

分
ま
で
）

場
所
　
プ
ラ
ー
ナ
２
階

展
示
物
　
児
童
生
徒
の
作
品
展

示
、
通
級
指
導
教
室
紹
介
、
合

同
学
習
の
様
子
な
ど

　
宇
賀
荘
小
・
池
田

　

℡
22-

２
３
６
４

申
問

申
問

問

問  ※当選はがき一枚で希望人数が入場可能
 です。©NHK・NED

【返信用裏面】

【返信用表面】

【往信用表面】

【往信用裏面】

62円

62円 ① 郵便番号
② 住所
③ 名前
④ 電話番号
⑤ 希望公演時間
　　（午前または午後）
⑥ 希望人数（５人まで）

安来市役所

ご自分の
　① 郵便番号
　② 住所
　③ 名前

何も書かないで
ください。「ワンワンと

　　　あそぼうショー」係

6 9 2 8 86 6



政
策
秘
書
課
編
集
／
安
来
市
役
所

●資源保護のため、この広報紙は再生紙を使用しています。
●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等につきましては、地域振興課（☎23-3067）までご連絡ください。

有
機
野
菜
を
安
定
出
荷

　

赤
江
町
中
島
に
広
が
る
水
田
の

一
角
に
約
70
棟
の
ハ
ウ
ス
が
軒
を

連
ね
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
５
人

の
生
産
者
が
ハ
ウ
ス
を
構
え
、
い

ず
れ
も
小
松
菜
、
水
菜
、
ほ
う
れ

ん
草
な
ど
葉
物
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
５
人
が
組
織
す
る
の
が
赤

江
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
で
す
。

安
全
な
お
い
し
い
有
機
野
菜
に
こ

だ
わ
り
、
農
産
物
の
全
体
の
約
０
・

▼
１
月
３
日
に
ア
ル
テ
ピ
ア
で
成

人
式
が
あ
り
、
華
や
か
な
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
門
出

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
３
６
９

人
が
新
成
人
に
。
夢
に
向
か
い
、

市
内
外
で
頑
張
っ
て
い
る
新
成
人

た
ち
が
、将
来
も
住
み
た
い
、帰
っ

て
来
た
い
、
そ
ん
な
町
を
つ
く
る

の
は
、
今
こ
こ
に
住
む
私
た
ち
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。（
山
）

▼
年
末
の
歌
合
戦
は
歌
手
の
Ａ
Ｉ

さ
ん
で
し
た
が
、
元
日
の
新
聞
は

各
紙
と
も
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の

特
集
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。
未

来
の
広
報
紙
の
編
集
は
Ａ
Ｉ
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
情
報

を
自
動
で
分
析
し
、
読
み
や
す
い

編
集
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
。
と
は

言
え
、
今
年
も
広
報
マ
ン
の
編
集

で
「
広
報
や
す
ぎ
」
を
お
届
け
し

ま
す
。（
の
）

指
導
を
受
け
、
中
島
で
就
農
を
し

ま
し
た
。
近
く
で
就
農
す
る
こ
と

で
、
師
匠
の
岸
川
さ
ん
や
仲
間
か

ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
、
早
期
に
安

定
し
た
経
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
支
援
も
後
押
し

し
ま
し
た
。
中
島
の
広
い
平
ら
な

土
地
の
提
供
や
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
を
快
く
迎
え
入
れ
る
体
制
は
就

農
者
の
助
け
に
な
り
、「
私
た
ち

が
こ
の
場
所
で
就
農
で
き
た
の

は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
」
と
岸
川
さ

ん
も
強
調
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
も

川
浚
い
や
お
祭
り
な
ど
の
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
、
互
い
に
良
い

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
新
た
に
２
人
が
研
修
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
岸
川
さ
ん
は

「
仲
間
を
増
や
し
、
こ
こ
を
全
国

的
に
有
名
な
有
機
野
菜
団
地
に
し

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

２
％
し
か
流
通
し
て
い
な
い
、
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
各
生
産
者
が
取

得
。
農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど
に
頼

ら
な
い
有
機
栽
培
で
安
心
安
全
な

野
菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
元
々
島
根
県

東
部
の
有
機
野
菜
生
産
者
で
組
織

し
た
「
島
根
お
や
さ
い
本
舗
」
の
一

員
。
本
舗
の
出
荷
先
で
あ
る
山
陰

地
区
以
外
へ
の
需
要
に
応
え
る
た

め
、平
成
27
年
に
赤
江
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
フ
ァ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
大
阪
、
京
都
、
岡

山
な
ど
に
共
同
出
荷
し
て
い
ま
す

が
、
生
産
量
が
追
い
つ
か
ず
、
今

後
、
ハ
ウ
ス
の
増
棟
や
研
修
生
の

受
け
入
れ
等
で
規
模
拡
大
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品
質
の
維

持
向
上
、
メ
ン
バ
ー
間
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
定
期
的
に
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
就
農
支
援

　

同
フ
ァ
ー
ム
の
５
人
は
、
市
外

か
ら
安
来
へ
来
た
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
で
す
。
平
成
17
年
最
初
に
中
島

で
就
農
し
、
現
在
、
フ
ァ
ー
ム
代

表
を
務
め
る
岸
川
勉
さ
ん
は
、
県

指
導
農
業
士
と
し
て
も
活
動
。
新

規
就
農
者
の
研
修
の
受
入
か
ら
就

農
支
援
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
の
メ
ン
バ
ー
も
岸
川
さ
ん
か
ら

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H29.12.31現在

（男:18,889人　女:20,520人）
3 9 , 4 0 9 人

1 4 , 2 4 5 世 帯

平
成

30年
２

月
号

安心な野菜を食卓へ
赤江 ･オーガニックファーム

▲岸川勉さんは、有機野菜の産地形
成、新規就農者育成が評価され、県
から「頑張っているリーダー」を受賞、
11 月 24 日に市長へ報告しました。

▼ファームの皆さん。左前後列は昨年就農した田村夫婦


